福岡ひまわりの里　　　「コロナ禍での日中活動について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白川　里子
　天高く馬肥ゆる秋、空は一気に雲ひとつ無い青空となり、能古島は素晴らしい季節を迎えております。コロナ禍の中、アウトドアを狙った観光客が楽しそうに来島する様子を見る度に、当施設の利用者が島内であっても外出が簡単に出来なくなった現実を思うと、複雑な思いになります。
　さて、当施設では利用者の加齢に伴う体力の低下や認知機能の低下などのきめ細かい支援が必要になり、日中活動の見直しに取り組んでいました。令和元年度、利用者一人ひとりの課題を整理し、課題が共通するグループに分けた活動を始めました。令和２年の年明け早々コロナが話題となり始め活動を縮小。令和2年度4月の緊急事態宣言より本格的なコロナ禍となり、フィジカルディスタンスや感染拡大防止などに配慮するためにやむなく館内・館外の密になるグループ活動を中止しました。日常生活では、密を避けるために女性利用者は食事場所を変更するなどの工夫をしました。また、帰省を含む外出や面会は控えていただき、利用者それぞれが我慢の日々となりました。支援員の中では、少しでもストレス解消や発散の機会を作りたいという思いと、規制や制約に葛藤する日々が続きました。また、年中行事のお祭りや旅行は全て中止となったため、代替行事を館内で感染防止に配慮した方法を考え議論し実行しました。
今年度になり、6月中に65歳以上の利用者・職員のコロナワクチン接種が終了、8月に利用者のコロナワクチン接種が終了。コロナ対策は引き続き万全にしながら、現在行っている日中活動を整理しました。利用者のニーズの中から館内で取り組めそうなことを抽出。また、一日の生活の中でのメリハリを考え、日課の居室清掃や洗濯物畳みに加え、楽しみや達成感の持てる活動を取り入れています。男性は作業室・女性は娯楽室に移動し気分転換を図り、曜日毎にパズルや塗り絵を含めた創作活動や軽作業、音楽鑑賞（カラオケ）、体操、ドライブや散歩をします。歩行に課題がある利用者や排便に困難さを抱える利用者に対しては、館内歩行を行います。また、社会的な役割として、朝の館内清掃の係りを決めています。一日の流れは次の通りです。
【一日の主な流れ】
起床→更衣→朝礼→館内清掃→朝食（歯磨き・服薬）→居室掃除・洗濯物仕分け・畳み・収納→朝の活動→休憩→昼食（歯磨き・服薬）→入浴→おやつ→午後の活動→洗濯物干し→休憩→夕食（歯磨き・服薬）→余暇活動→就寝前服薬→消灯（就寝）
　中でもドライブをとても楽しみにしている利用者が多くいます。観光客が多い渡船場を横目に車を走らせ、磯辺公園の風と海の風景の中で伸び伸びと嬉しそうな様子を見ると、外出できないストレスがどれ程大きいものであったのかと改めて知る機会となりました。今後はコロナ禍の状況に応じて活動拡大し、より一人ひとりの利用者のニーズ（課題）に沿った日中活動ができればと考えています。その時に備え、感染対策に取り組みながら、今できる活動に日々取り組むことで、利用者皆さんのADLとQOLの維持向上を支援員一同目指していきます。
